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〈は じめに〉

　平安 ・鎌倉時代に書写 された物語や家集の 写本で ，完本 の 形で 現存 し て い る もの は極め て稀で ある．

これは ， そ の 古く美 しい 稀少な筆跡 ゆえに ， 室町 時代以降 ， 古写本が
一

丁 ご と ， もしくは数行 ごとに裁

断 され て ， 茶会の 折に鑑賞する掛け軸などに利用されて きたた め である．これ ら古写本の 断簡が古筆切

とよばれ る もの で ある．また ， 古筆切を集め て 帖と し た 古筆手鑑 も登 場するに至 っ た．さらに時代を経

るに つ れ て，張 り込む古筆切 の 願序に
一

つ の 形式 が生 まれ ， それ に したが っ て 古筆手鑑が作製され るよ

うに なっ た ．す なわち，手鑑 の 表には ， 聖武天 皇に は じまる天 皇の 古筆切，続い て 皇族 ・摂政 ・関白の

古筆切 と い っ た具合である．さらに，古筆手鑑が武家 ・公 家の 嫁入 り道具の
一

つ とされ る よ うになっ た

こ とで ，古筆切 の 需要は次第に大 きくなるに至 っ た．

　古筆切は ， 稀少な平安 ・鎌倉写本の 内容や筆跡を
一
部分なが らも伝 えるもので ある．しか し，その 美

しい 筆跡 を手 本 とした後世 の 臨書や ， 掛けWt　・古筆手鑑 の 需要に応 えるべ く作製され た偽物 なども多く

含まれて い る．それ ゆえ，古典文学や書跡史学 ・歴 史学の 研究に古筆切 を用い る際には ， その 書写年代

を明 らか に してお くこ とが重要で ある．

　古筆切は写本な どの
一

部分で あるために ， 古文書や古経典 ・古記録 と比 べ る と ， そ の 書写年代 を判定

す る こ とが 困難で あ る ．すな わ ち，ほ と ん ど の 場合 ， 書写 年代 を記 し た奥書が なく，さらに裁 断 され た

もの で ある故 に ， 大 き さや綴じ方な どの形態か らの 情報 を得る こ とが で きない ．また，書かれ て い る内

容 も数行 の 和歌や物語 で あ り
，

こ の 点か らも年代を判定す る こ とが難 しい の で ある．ただ し， 古筆切に

は ．その 書写者 の 名を記 した極札が付 されて い る もの が ある．極札に記 された人物の 手に なるもの であ

る こ とが確実 ならば ， そ の 生没年な どか ら古筆切が 書写 され た年代を求め るこ とがで きる．しか しなが

ら，時代の 古 い もの や歴史上有名な人物の 筆とされ る もの ほ どその 根拠は薄 く，書風 ・ 字形 ・筆勢 ・墨

色な ど，すなわち書跡史学の 視点か らは ，極札の 記載とは異な る人物 の 書写で ある と考えられ る古筆切

が 多く存在 して い る．

　これま で 筆者 らは ， 年代が既知の 古文 書 ・古経典などに つ い て
14C

年代測定を行 うこ とで ， 加速器質

量分析計を用い た
1
℃ 年代測定法が ，和紙資料 の 年代判定法の

一
つ とな りうる こ とを提示 して きた （Oda

eta1 ．，2000； Odaeta1 ．，2003 ； Odaeta1 ．
，
2004）．また ， そ うした研究成果の 上に 立ち ， 年代未詳

の 古文書 ・古経典 ・古筆切，後世の 写 しや臨書 の 可能性が ある古筆切，また偽物で ある疑 い の あ る もの

に っ い て ，そ の 書写年代 を明 らかにする こ とを R的 と して ，

MC
年代測定を進めて きた （Oda　et 　a1 ．， 2004）．

　さて ，古筆切は写本な どが裁断 され た もの で あ るた め ， 元 々 は
一

冊の 本や同 じシ リ
ーズ の 写本を構成

して い た複数 の 古筆切 が伝来 して い る．こ うした同 じ形式 ・筆跡で 書か れた古筆切 をツ レ とい い
， 多く

の ツ レが知 られる古筆切 の なかに は総称を付 けられた もの もある．春 日切 ・三輪切などがそ の 例で あ り，
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極札 に よれ ば，それぞれ平業兼 （？
−1185−1209−？年） ・俊寛 （1142？−1179？年）の 手に なる もの とされ て

い る。しか しなが ら， 書跡 史学 ・古文書学の 視点か らは ，業兼 ・俊寛の 筆で はな く，別人 の 書写 に よる

もの で あるこ とが示 されて い る，特に，三輪切に つ い て は，俊寛 の 活 躍 した 平安末期 では なく， 後の 鎌

倉時代 の 書で ある と考え られて い る．

　第 18 回名古屋大学タ ンデ トロ ン 加速器質量分析計シ ン ポジ ウム で は，春 目切 ・三輪切の 書写年代を

明らか にす る こ とを目的に行 っ た L4C
年代測定の結果を報告 した．また ，

「世尊寺流の 三筆」 の 一
人 と

して知 られ る藤原行能 （1179〜1250？年）の 極札をもつ 斎宮女御集切 に つ い て も併せ て報告 した．本報

は ， その 講演 内容をま とめた もの で ある．

〈実験 ・ 結果 〉

　古筆切資料か ら数十 mg の 紙片を試料 として 分取 し ， 蒸留水中で の 超音波洗浄を行 っ た ．そ の 後，
60−70℃ に加温 し

，
1．2N　HC1 ・1．　2N　NaOH ・1．2N　HC1 の 順で試料を洗浄 した．蒸留水 に よ る洗浄 の 後，

真 空デ シ ケ ーター
中で 乾燥 させ た ．得 られた試 料を ， 700−900mg の CuO と ともにガ ラ ス （Vycor ）管

内 に封入 し，加熱 （850℃ ， 2h ）す る こ とで ，　 CO2に変 換 した．ガラ ス 管内の 気体 を真空 ライ ン に 導

入 し ，
エ タ ノ ー

ル ・n
一ペ ン タ ン ・液体窒素な どの 冷媒を用い て CO2 の 精製を行 っ た．次 い で ，鉄触

媒 を用 い た水素還元 に よ っ て CO2か らグラ フ ァ イ トを調製 し （650℃， 6h 以上） ，名古屋 大 学年代

測 定総合研究セ ン タ
ー

タ ン デ トロ ン加速器質量分析計 2 号機に よ っ て
夏
℃ 年代 を測 定 した ．

　較正 曲線 （Stuiver　et 　al ．，1998）に従い ，

尼4C
年代 か ら較正 年代を算出 した．得 られ た結果 を表

1 − 3 に示 した ．1
℃ 年代お よ び較正 年代の 測定誤差に は ， 1 σ を付 した ．また ，平均値 に つ い て は

2 σ の 結 果 もあわ せ て 記載 した ．なお本報で は ，

14C 年代の 中央値 を較正 した結果を （ ） の 内側に ，
1
℃ 年代 の 誤差 の 両限を較正 した値 を （ ）の 外側 に示 す もの とした ．

〈考察〉

1．　 「伝平業兼筆 春 日切」

　春 日切 と総称 され る古筆切 は，雲母引き料紙に特徴ある筆跡で
・一

面に 七行書き ， 和 歌
一

首が 三行書き

に され た 古写本の 断簡で ある．その 写本の 一
つ が 「公忠集」 で あるが，こ れ は古筆切 と して解体 されず

に
一

冊完全 な形で残 っ て い る．古筆切にな っ て い るもの は，残欠本で ある 「九条殿師輔集」 ，現在に伝

わ っ て い ない 散逸私家集の 「花山院御集」 ，　「小 野宮実頼集」 などで ある．本研究 にお い て
14C

年代測

定 を行 っ た奉 日切は ，　「小 野宮実頼集」 末部散逸部分 と思われる もの で ある．

　春 日切の極札 は ， 平業兼 （？− ll85−1209−？年）の 筆で ある こ とを伝えて い る．すなわ ち，平安末期か

ら鎌倉初期の 書 とい うこ とになる．また，書跡 の 面か らも，鎌倉期の もの と判断す る こ とがで きる．

　ただ し，春 日切は鎌倉初期 な い しは 平安末期 の 書で はあ るが
， 業兼の 手になる もの では ない と考 えら
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れて い る．完本 として伝来 して い る F公忠集」 の 奥書には ，本文 とは異な る筆跡で 「校合畢／従三 位行

治部卿平朝臣業兼」 とある．すなわち ， 平業兼は校合をお こ なっ た人物で ある こ とを示 してお り ， 本文

の 書写者 は業兼の 身近にい た別人 と い うこ とになる の で ある．

　ま た ，
こ の 奥書か ら判断する と，平業兼が校合をお こ な っ たの は，業兼が従三位治部卿の 地位 にあっ

た元 久 二 年 （1205 年） か ら承元 三年 （1209 年）ま で の 間 と い うこ とになる。すなわち ， 本文が書写さ

れ た時期は それ とほぼ同 じ頃 ， ある い は それよ り少 し前とな るはずで ある．

　エ4C 年代測定の 結果を表 1 に示 した．測定 に供 した 「小野宮実頼集」 の 断簡 と思われ る春 日切 は ， 鎌

倉初期か ら中期に あた る i3 世紀の 較正年代を示 した．奥書 ・書風か らの 見解 とあわせ て考える と，
こ

の 春 日切は鎌倉初期の 古筆切で ある と結論付 けるこ とが で きる．

表 1 ．伝平業兼筆春 目切 の
14C

年代

測定回数
1
℃ 年代 ［BP］ 較正年代 ［cal 　AD］

123 784± 37

806± 34

836± 35

1220（1261）i279

1215（1225， 1226， 1243）1273

116401168 ，1186（1217）1257

av ．± 1σ

　 ± 2 σ

808± 20

　 ± 41

1217（1224 ，
1229

，
1240）1262

119201199 ，
1209（1224，1229，1240）1277

2 ．　 「伝俊寛僧都筆 三輪切」

　三輪切 と総称 され る古筆切 は ， 歌〜首を
一

行で 書く とい う形式に したが っ て書写 された 「古今和歌集」

写本の 断簡で あ る．三 輪切 とされ て い る 古筆切に も数系統があるが，
1
℃ 年代測定 を行 っ た本資料は，

東京国立博物館蔵三 輪切 と同
一

筆跡 の 古筆切で あ る 。

　三輪切 の 極札には ， 俊寛僧都 とある ．俊寛 （1142？〜1179 ？年）は，平氏政権打倒を図 り，京都東山鹿

ケ谷 の 山荘にて行われ た い わゆる 「鹿ケ谷の 謀議」 に 関与 した罪で ，1177年に薩摩国鬼界 島に配流され

た 入物で あ る．それ ゆえ ， 俊寛の 筆で ある な らば，三輪切は平安末期の 書 とい うこ とにな る，

　しか し
一方で ， そ の 書跡に も とつ く判断か ら，現在で は ，

三 輪切 は俊寛 よ りも後世の 鎌倉時代に書写

され た写 本の 断 簡である と考え られ て い る．

　表 2 に示 した よ うに ，
こ の 三 輪切に つ い て 行な っ た

14C 年代測定は，較正年代に して 14 世紀頃，鎌

倉後期も しくは南北朝期 の書写本で あ る こ とを示 した，すなわ ち，平安末期の僧侶俊寛の 手 に なる もの

で はな く ， 後 の 鎌倉時代にな っ て 書写 され た とする書跡史学的な知見を支持する結果が得 られた．
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表 2 。伝俊寛僧都筆三 輪切の
14C

年代

測定回数 14C
年代 ［BP］ 較正 年代 ［cal 　AD］

123456 563± 33

643± 34
594± 40

653± 30

698± 37

542± 37

132701346
， 1393（1402）1413

1296（1302）1325，1349（1370，
1381）1391

1303（1328， 1344）1368，
1383（1394）1405

1295（1300）1315，1354（1373，1378）1387
1281 （1291）1299，137401376

133101340， 1397（1408）1424

av ．± 1σ

　 ± 2 σ

615± 14

　 ± 29

1303（1319 ）1328，1345（1352）1368，
1383 （1389）1394

1300（1319）1332，1339（1352）1373， 1377（1389）1399

3 ．　 「伝藤原行能筆 斎宮女御集切」

　三 十六 歌仙の ひ とり斎宮女御徽子の 家集は ， 歌数お よび 歌の配列順序の 相違によっ て ， 四系統にわけ

られ て い る．しか し ， 新たに こ の 四系統 の い ずれ とも異なる 「斎宮女御集」 の 断簡が出現 した ．

　こ の 古筆切の 極札 には藤原行能 とある．藤原行能 （1179〜 1250 ？年）は，藤原行成 ・藤原行尹 ととも

に ， 唯 尊寺流の 三 筆」 として 知 られ る鎌倉時代の 能書家で ある． こ の 斎宮女御集切が ， 極札に ある藤

原行能の 筆 である とすると，鎌倉前期 の 書で ある こ とに な る．

　しか し，
1
℃ 年代測定の 結果 （表 3 ）は ， 鎌倉後期もし くは南北朝期 に相 当する較正年代を示 した．

較正 曲線は 1200〜1300［cal 　AD］付近で大きな負の 傾きをとるため ， 鎌倉時代の 資料に 対 して ，
14C

年代

測定法が高い 分解能をもつ こ とになる．すなわち ， 当該 の 古筆切 の もとにな っ た写本が書写 され た の は ，

行能 が能書家 として活躍 した鎌倉前期 よりも下 る時期で ある こ とを
1℃ 年代は示 して い る．

表 3 ，伝藤原行能筆斎宮女御集断簡 の
14C

年代

測定回数 14C
年代　［BP］ 較正 年代 ［cal 　 AD］

123 606± 30

649± 32

691± 32

1302（1325）1333，1338（1349）1369，1382（1391）正399
1295（1301）1319 ，1352（1372，1379）1389

1283（1293）1300，137401377
av ．± 1 σ

　 ± 2 σ

649± 18

　 ± 36

1297（1301）1304，1366（1372，1379＞1386
1292（1301）1326，1348（1372，1379）1391

〈 ま とめ 〉

　極札に記 され た人物の 生没 年に もとつ く年代 ， 書跡史学的な知見か ら求め られる年代，14C
年代測定

に よ っ て得 られ た 較正 年代． こ れ らを比較す る と ，
い ずれ の

L4C
年代も，書跡史学の 視点か ら指摘 さ

れ て い る書写年代を含む値 を示 し，必 ず し も極札に よる年代 とは
一

致 して い な い ．すなわち ， 古筆切に

は 書写年代 と全 く異な る時代 の 人物 の極札をもつ もの が あ る t とが，且℃ 年代測定によ っ て も明 らか に

されたの である．

　極札 と書風 とで 異なる年代 を示 す古筆切の 存在は他に も知 られて い る．例えば ，平安時代の 書跡を有
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す る伝光明皇后 （701−760 年）筆の 古筆切や ， 同 じ く平安時代の 書風 を呈する伝第六代鎌倉将軍宗尊親

王 （1242−1274 年）の 古筆切な どで ある．14C
年代測定法 は ，

こ うした古筆柳の 書写年代を判定する手

法の
一

つ とな りうる の で は ない だろ うか．．
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       li bbltsughe are  ancient  paper sheebs  with elegant  calligraphy,  They were  originally  leaves
of  ancient  manuscrtpts  written  mainly  from the 8th to the 15th century,  Old manuscripts  are  rarely

discovered as  complete  books; therefore, kohitsugtre can  be significant  materials  for historical

studies  if the written  ages  or  the calhgraphists  or both are  clarfied.  Most of  kobltsuspte have
ldvvailletitda certificates  which  identify the calhgraphists.  It is also a clue  about  the written  age,  In
this study,  we  determined  the written  ages  of three kobltsug[ine (KTasngaJgite traditionally
attributed  to 7laina mo  Alonkane, Mivv:ayine attributed  to ,suullkan,  iS:et :novurago:kashngite

attributed  to .lilifivp:ara  no  I}ikivashb from radioearbon  dating, calligaphical  investigation and  the

"kervarnetlida  CompaTisen ofradiocarbon  age  and  the caMgraphical  feature ofeach  kohitsugitke gave
fair agrreement.  The result  was,  however, in obvious  conflict with  the age  of  the calligraphist  noted

on  the  j2:iwametiicla, and  showed  the dDubtfuI reliabllity  of  kiwamal7ida
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